
　

こ
ん
に
ち
は
、
事
務
局
の
吉
光
で

す
。
9
月
議
会
、
長
か
っ
た
な
…

す
っ
か
り
秋
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
議
会
中
継
み
た
よ
」
の
お
声
を

頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
！
ス
マ
ホ
で
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
は
い
え
、
議
会
は
平
日

で
す
か
ら
ね
。

　

「
興
味
は
あ
る
ん
だ
け
ど
な
…
」

と
い
う
方
は
ぜ
ひ
、
市
政
懇
談
会
に

お
越
し
く
だ
さ
い
！！
議
員
と
議
会

が
、
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
議
会
の
私
の
う
な
ず
き

ポ
イ
ン
ト
は
反
対
討
論
で
す
。

　

時
間
に
す
る
と
、
短
い
の
で
あ
ま

り
注
目
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
予
算
や
政

策
に
つ
い
て
文
字
通
り
「
反
対
」
の

意
見
を
言
う
も
の
で
す
。
税
金
の
ム

ダ
遣
い
や
市
民
負
担
増
に
は
、
こ
う

い
う
理
由
か
ら
反
対
し
ま
す
、
と
丁

寧
に
説
明
し
て
く
れ
た
の
で
、
と
て

も
分
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
！
（
詳

し
く
は
市
議
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
ア

ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
！
原
稿
の
全

文
が
読
め
ま
す
）

　

な
に
よ
り
、
き
り
っ
と
し
て
か
っ

こ
イ
イ
ん
で
す
！
言
う
べ
き
こ
と
は

キ
ッ
パ
リ
と
発
言
す
る
党
議
員
団
に

ニ
ヤ
リ
と
し
た
吉
光
で
し
た
。

議
員
団
事
務
局　

吉
光 

友
美

〜
こ
ち
ら
事
務
局
で
す

控
え
室
へ

　
　

よ
う
こ
そ

控
え
室
へ

　
　

よ
う
こ
そ

大分市議団
第
4
回
定
例
会
日
程
は
、
11
月
30
日

か
ら
12
月
14
日
ま
で
の
予
定
で
す
。

□
第
4
回
定
例
議
会
の
お
知
ら
せ

前
年
度
決
算
は
、元
パ
ル
コ
跡
地
の

　
　
　
　
購
入
で
25
億
7
千
万
円
の
赤
字
決
算
！

税
金
の
ム
ダ
遣
い
、市
民
負
担
に
は
キ
ッ
パ
リ
反
対
！

　

予
算（
案
）に
は
、危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
除
却

に
対
す
る
補
助
金
が
追
加
計
上（
1
5
0
件
分
）。

　

市
有
施
設
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
改
修
事
業
費（
約
4

千
万
円
）。民
間
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
活
用
事
業（
1
，

8
0
0
万
円
）、市
立
幼
稚
園
保
育
室
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置（
6
，2
0
0
万
円
）な
ど
、市
民
の
暮
ら
し
・
こ

ど
も
た
ち
の
環
境
改
善
予
算
に
は
賛
成
し
ま
し
た
。

　

ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
事
業
費
の
指
定
ご

み
袋
作
製
等
業
務
委
託
料
の
2
億
9
，2
0
0
万
円

（
債
務
負
担
行
為
）。ト
ラ
ン
ス
コ
ス
モ
ス（
株
）な
ど
、

資
本
金
10
億
円
以
上
の
大
企
業
が
3
社
含
ま
れ
て
い

る
企
業
立
地
促
進
助
成
金
5
億
96
万
3
千
円
。幹
線

道
路
に
は
ア
ク
セ
ス
せ
ず
、メ
リ
ッ
ト
の
少
な
い
事

業
で
あ
る
横
尾
公
共
団
体
土
地
区
画
整
理
事
業
費
に

反
対
し
ま
し
た
。

　

ま
た
生
活
保
護
世
帯
へ
の
進
学
準
備
給
付
金
制
度

の
創
設
な
ど
に
伴
う
、個
人
番
号
の
利
用
及
び
個
人

情
報
の
提
供
に
つ
い
て
は
、制
度
自
体
に
は
賛
成
す

る
も
の
の
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
範
囲
を
拡
大
し

よ
う
と
す
る
条
例
改
正
案
で
あ
り
、こ
の
点
に
つ
い

て
は
反
対
し
ま
し
た
。

　

党
議
員
団
が
9
月
市
議
会
に
提
出
し
た「
旧
優
生

保
護
法
に
よ
る
強
制
不
妊
手
術
被
害
者
に
対
す
る
早

急
な
救
済
を
求
め
る
意
見
書（
案
）」は
、9
月
19
日
の

本
会
議
に
上
程
さ
れ
、全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
意
見
書
に
対
し
て
は
、「
被
害
者
を
励
ま
す
も

の
」と
共
感
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。現
在
、政

府
に
お
い
て
も
、個
別
の
相
談
窓
口
を
設
置
し
、被
害

者
の
救
済
を
進
め
る
方
向
で
検
討
が
す
す
ん
で
お

り
、手
術
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
被
害
者
に
つ
い
て

も
救
済
対
象
に
含
め
る
と
し
て
い
ま
す
。地
方
議
会

か
ら
の
意
見
書
提
出
は
、被
害
者
救
済
に
向
け
た
大

き
な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

党
議
員
団
は
引
き
続
き
、み
な
さ
ん
の
切
実
な
願

い
を
国
に
届
け
る
た
め
に
力
を
つ
く
し
ま
す
。

●「伊方原発再稼働中止の意見書（案）」は、不採択となり、意見書
提出にはいたりませんでした。

●公的年金制度の改善請願（全日本年金者組合大分県本部提出）は、
継続審査となりました。

○「高崎団地の高層マンション建設に関する請願」の不採択に対し、
党議員団と社会民主クラブ、おおいた民主クラブが反対。本議会で
反対討論をおこなったのは、日本共産党議員団のみでした。

その他、党議員団の関わった
意見書・請願等の審議結果

2017年度決算審査、税金の使い方を厳しくチェック
　

①
か
ら
②
を
差
し
引
い
た
形
式
収
支
か
ら
、来
年
度
に
繰
越

す
べ
き
財
源
6
億
9
千
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
、41

億
3
千
万
円
。こ
れ
に
、基
金
の
取
り
崩
し
、黒
字
要
因
の
積
立

金
等
を
勘
案
し
た
実
質
単
年
度
収
支
は
、25
億
7
千
万
円
の
赤

字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
消
費
税
増
税
に
よ
る
収
入
が
増
加
、更
に
個
人
市
民
税
・
固

定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
な
ど
、市
民
の
生
活
に
か
か
る
負

担
が
増
加
。（
そ
の
一
方
で
、多
額
の
減
税
を
受
け
て
い
る
は

ず
の
法
人
市
民
税
は
減
少
し
て
い
ま
す
。）

■
旧
パ
ル
コ
跡
地
の
取
得
に
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
を

行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、・
土
地
の
価
格（
23
億
2
千
万
円
）

が
高
す
ぎ
る
、・
議
会
の
議
決
に
付
さ
な
い
契
約
の
在
り
方
・

災
害
時
な
ど
緊
急
時
の
た
め
の
積
立
金
処
分
の
妥
当
性
に
疑

問
、・
市
民
合
意
が
不
十
分
と
い
う
4
点
を
厳
し
く
指
摘
し

ま
し
た
。

■
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、教
育
費
や
衛
生
費
が
低
下
し
、総
務

費
・
土
木
費
が
増
加
。

　

豊
予
海
峡
ル
ー
ト
推
進
事
業
費
、企
業
立
地
促
進
助
成
金（
10

億
円
以
上
資
本
金
を
持
つ
大
企
業
へ
の
助
成
は
中
小
業
者
の
た

め
に
組
み
か
え
る
べ
き
）、城
址
公
園
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
関

連
事
業
、行
政
改
革
に
よ
る
総
人
件
費
削
減
、ご
み
有
料
化
、学
校

給
食
調
理
業
務
の
民
営
化
な
ど
市
民
へ
の
負
担
押
し
付
け
、マ
イ

ナ
ン
バ
ー
関
連
事
業
、新
た
な
差
別
を
増
大
さ
せ
る
同
和
関
連
事

業
、自
衛
官
募
集
事
務
費
な
ど
に
反
対
し
ま
し
た
。

9月補正予算9億6，800万円が可決9月補正予算9億6，800万円が可決9月補正予算9億6，800万円が可決9月補正予算9億6，800万円が可決
旧優生保護法による被害者救済意見書が全会一致で採択旧優生保護法による被害者救済意見書が全会一致で採択旧優生保護法による被害者救済意見書が全会一致で採択旧優生保護法による被害者救済意見書が全会一致で採択

　
大
分
市
議
会
第
3
回
定
例
会
（
9
月
3
日
か
ら
28
日
）
が
開
催
さ
れ
、
前
半
に
予
算
議
案
等
、

後
半
に
平
成
29
年
度
決
算
認
定
審
査
（
裏
面
掲
載
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
党
議
員
団
は
、
市
民
の
声
や
願
い
を
積
極
提
案
し
、
要
求
実
現
に
向
け
て
頑
張
る
と
共
に
、
税

金
の
使
い
方
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
除
去
費
な
ど
の
予
算
に
は
賛
成

行
革
推
進・大
企
業
優
遇
予
算
に
は
き
っ
ぱ
り
反
対

国
へ
の
意
見
書
提
出
は
、

　
　
　
　
　
政
治
を
動
か
す
大
き
な
力
に

大分地裁で不当判決。伊方原発再稼働は許されません。
引き続き、再稼働中止を求めていきます。

2017年度大分市一般会計決算　※金額は概数
収　入 支　出

自主財源
(自前で
調達する
お金)

義
務
的
経
費

投
資
的
経
費

そ
の
他
の
経
費

収入総額① １，７７８憶２千万

支出総額②    １，７３０億円

依存財源
(他に依
存するお
金)　

市税 786億6千万円
分担金・負担金   17億円
使用料・手数料など   36億7千万円
寄付金・財産収入     4億円
繰入金   40億円
繰越金   50億円
諸収入   47億円
地方交付税   91億2千万円
地方消費税交付金   89億3千万円
国庫支出金 336憶8千万円
県支出金 115億5千万円
市債 134憶１千万円
その他   30億円

物件費 193億1千万円
補助費 106億2千万円
維持補修費   21億300万円
積立金     2億6千700万円
投資・出資金     6億8千万円
貸付金   32億8千万円
繰出金 147億円

普通建設事業費 220憶9千万円
  
災害復旧費     4億2千万円

人件費 280億円
  
扶助費 519億円
  
公債費 196億3千万円  

【厚生】「子ども家庭支援センター事業」児
童虐待・DVなどの相談・支援体
制の強化、機能の充実を図る。

【文教】「就学助成事業」
高校生への給付型奨学金の応募
が定員を上回っている実績を踏
まえ、定員や制度の内容につい
て検討を行う。

○決算審査特別委員長報告に、「児童相談
所に係る検討」「保育の質を担保」など
の要望が入りました。

　決算審査で行われる事務事業評価
について、党議員団が提案した事業が
拡充されました！

事務事業評価、
議員団の提案事項が拡充

こんにち
は
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国交省に申し入れる党議員団ら国交省に申し入れる党議員団ら

地
域
間
格
差
を
な
く
し
、

　
　
　
全
国
統
一
基
準
を

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
苦
情
、

規
制
要
綱
を

利
用
者
と
の
意
思
疎
通
が

不
十
分
な
の
は
問
題

四
国
新
幹
線
、

　 

整
備
の
財
源
は
無
い

多
岐
に
亘
る
レ
ク
チ
ャ
ー
、

各
省
庁
に
申
し
入
れ
も

　

原
則
と
し
て
、す
べ
て
の
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
に
課
税
さ
れ
る
消

費
税
は
、生
活
の
負
担
を
増
大
さ

せ
、消
費
を
落
ち
込
ま
せ
、低
所

得
者
ほ
ど
負
担
が
重
く
な
る
不

公
平
税
制
で
す
。安
倍
政
権
は
、

反
動
減
対
策
と
し
て
、税
収
を
上

ま
わ
る
10
兆
円
も
の
税
金
を
つ

ぎ
込
も
う
と
し
て
い
ま
す
が
、そ

れ
こ
そ
本
末
転
倒
で
す
。

　

斉
藤
議
員
は
、①
地
域
経
済
へ

の
悪
影
響
②
暮
ら
し
・
福
祉
向

上
へ
の
逆
行
③
イ
ン
ボ
イ
ス
導

入
に
よ
る
の
個
人
事
業
者（
中
小

零
細
業
者
や
農
家
な
ど
）へ
の
大

打
撃
、と
い
う
3
つ
の
観
点
か
ら

問
題
点
を
指
摘
し
、10
％
増
税
の

中
止
を
国
に
求
め
る
よ
う
質
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、財
務
部
長
、福

祉
保
健
部
長
、商
工
労
働
観
光
部

長
が
そ
れ
ぞ
れ
答
弁
に
立
ち
、い

ず
れ
も「
国
の
動
向
を
注
視
す

る
」と
い
う
姿
勢
を
崩
し
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

近
年
、高
齢
単
身
世
帯
や
生
活

保
護
受
給
世
帯
、障
が
い
者
世
帯

等
で
、連
帯
保
証
人
が
い
な
い
た

め
入
居
困
難
な
ケ
ー
ス
が
増
え

て
い
る
問
題
を
取
り
上
げ
、市
営

住
宅
・
一
般
の
賃
貸
住
宅
、そ
れ

ぞ
れ
の
支
援
を
検
討
す
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。

　

土
木
建
築
部
長
は
、「
市
営
住

宅
の
入
居
制
度
の
見
直
し
を
今

年
度
中
に
行
い
、入
居
し
や
す
い

環
境
を
整
え
る
」と
答
弁
。ま
た
、

「
一
般
の
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て

も
、大
分
県
の
住
居
支
援
協
議
会

へ
参
加
し
、福
祉
部
局
と
連
携
強

化
を
図
り
な
が
ら
支
援
に
取
り

組
む
」と
前
向
き
な
姿
勢
を
示
し

ま
し
た
。

　

市
営
住
宅
の
入
居
者
が
高
齢

化
し
て
お
り
、清
掃
や
草
取
り
な

ど
が
で
き
な
い
世
帯
が
増
え
、コ

ミ
ュ
ニ
テ
イ
の
維
持
継
続
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
と
の
声
を
紹

介
。今
後
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
な

い
上
層
階
は
入
居
条
件
を
緩
和

し
、家
賃
の
引
下
げ
な
ど
も
行
っ

て
、入
居
促
進
を
検
討
す
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。

　

土
木
建
築
部
長
は
、対
策
の
必

要
性
を
認
め
、今
後
、入
居
促
進

に
努
め
て
い
く
と
答
弁
。そ
の

他
、学
力
テ
ス
ト
の
廃
止
、行
政

改
革
の
専
門
性
の
確
保
な
ど
を

取
り
上
げ
ま
し
た
。

市
営
住
宅
の
空
き
戸
活
用
推
進
を

入
居
困
難
者
へ
の
支
援
を

消費税10％増税はキッパリ中止を消費税10％増税はキッパリ中止を消費税10％増税はキッパリ中止を消費税10％増税はキッパリ中止を

岩崎 貴博 議員

最賃（762円）は低すぎる　市として引き上げを求めよ最賃（762円）は低すぎる　市として引き上げを求めよ最賃（762円）は低すぎる　市として引き上げを求めよ最賃（762円）は低すぎる　市として引き上げを求めよ

　

7
月
上
旬
、
「
市
県
民
税
を
払

お
う
と
思
っ
た
ら
、
高
す
ぎ
て

び
っ
く
り
し
た
」
と
、
相
談
者
が

駆
け
込
ん
で
き
た
問
題
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。

　

そ
の
方
の
市
県
民
税
納
税
通
知

書
を
見
る
と
、
給
与
収
入
が
全
く

違
う
こ
と
が
判
明
。
そ
こ
で
、
課

税
の
「
誤
り
」
の
件
数
と
「
過

誤
」
金
額
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
、
ま
た
、
再
発
防
止
策
に
つ
い

て
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

財
務
部
長
は
、
「
22
名
に
課
税

の
誤
り
が
あ
り
、
一
人
当
た
り

3
0
0
円
か
ら
25
万
7
0
0
円
の

税
額
修
正
を
お
こ
な
っ
た
」
「
平

成
31
年
よ
り
、
「
統
合
税
務
シ
ス

テ
ム
」
の
導
入
で
、
複
数
の
課
税

資
料
の
総
合
チ
ェ
ッ
ク
や
入
力
内

容
の
確
認
作
業
が
ひ
と
つ
の
入
力

画
面
で
迅
速
・
円
滑
に
行
え
る
よ

う
に
な
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

環
境
を
守
る
は
ず
の
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
が
自
然
破
壊
す
る
と
い
う
皮

肉
な
現
実
が
各
地
で
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建
設
に
と
も
な

う
苦
情
な
ど
の
現
状
を
把
握
し
て

い
る
の
か
質
し
ま
し
た
。

　

都
市
計
画
部
長
は
、
「
急
傾
斜

地
で
の
砂
の
流
出
、
排
水
問
題
、

パ
ネ
ル
の
反
射
光
、
工
事
中
の
ほ

こ
り
、
ま
た
団
地
計
画
地
で
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
建
設
を
目
的
と
し
た
土

地
利
用
計
画
変
更
で
、
一
部
地
元

住
民
と
の
合
意
形
成
が
す
す
ん
で

い
な
い
と
聞
い
て
い
る
」
と
答

弁
。

　

福
間
議
員
は
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

の
建
設
に
つ
い
て
、
住
民
へ
の
事

前
説
明
会
の
実
施
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
整
備
す
る

よ
う
要
求
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の

承
認
・
批
准
に
つ
い
て
、
西
日
本

豪
雨
災
害
の
教
訓
を
生
か
す
こ

と
、
都
市
計
画
の
用
途
変
更
、
強

度
行
動
障
が
い
者
へ
の
支
援
に
つ

い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

　

岩
崎
議
員
は
、
今
年
10
月
か
ら

適
応
さ
れ
る
最
低
賃
金
の
水
準

が
、
最
低
限
の
生
活
保
障
に
ふ
さ

わ
し
く
な
い
額
と
し
て
、
最
賃
の

引
き
上
げ
を
関
係
機
関
に
求
め
る

よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　

商
工
労
働
観
光
部
長
は
「
最
低

賃
金
は
、
県
内
の
賃
金
実
態
調

査
、
労
働
者
側
及
び
使
用
者
側
の

参
考
人
の
意
見
等
を
踏
ま
え
慎
重

に
調
査
審
議
を
重
ね
た
も
の
」
と

し
て
、
「
引
き
上
げ
の
要
望
は
行

な
わ
な
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

岩
崎
議
員
は
、
最
新
の
最
賃
基

準
（
7
6
2
円
）
で
も
、
週
休
二

日
で
月
額
13
万
円
程
度
に
し
か
な

ら
な
い
こ
と
、
全
労
連
の
最
低
生

計
費
の
調
査
結
果
（
九
州
在
住
の

25
歳
の
単
身
者
で
は
21
万
8
千
円

必
要
で
あ
る
こ
と
）
、
最
低
賃
金

水
準
で
1
ヶ
月
間
生
活
し
て
み
た

方
々
の
声
な
ど
を
紹
介
。
市
と
し

て
し
っ
か
り
実
態
を
検
証
し
、
必

要
な
ら
ば
異
議
申
し
立
て
も
検
討

す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
定
で
は
東
京
の
最
賃

は
9
8
5
円
と
な
り
、
大
分
と
の

差
は
2
2
3
円
に
開
き
ま
し
た
。

最
賃
の
差
は
、
人
口
が
都
市
部
へ

流
入
す
る
一
つ
の
要
因
と
以
前
か

ら
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
全
国
統
一

基
準
の
設
定
に
つ
い
て
見
解
を
問

い
ま
し
た
。

　

商
工
労
働
観
光
部
長
は
「
地
域

別
最
低
賃
金
は
、
地
域
に
お
け
る

労
働
者
の
生
計
費
及
び
賃
金
並
び

に
通
常
の
事
業
の
賃
金
支
払
い
能

力
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
決
め

る
」
と
し
て
妥
当
性
を
認
め
る
答

弁
。
し
か
し
先
程
紹
介
し
た
最
低

生
計
費
調
査
で
は
都
市
部
と
地
方

に
大
き
な
差
異
は
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
。
む
し
ろ
地
方
生
計
費
の
方
が

高
い
例
も
あ
り
ま
す
。
地
域
経
済

の
安
定
的
発
展
の
観
点
か
ら
も
、

全
国
統
一
基
準
の
設
定
を
重
ね
て

要
望
し
ま
し
た
。

平成30年度課税で22件の誤り発覚平成30年度課税で22件の誤り発覚平成30年度課税で22件の誤り発覚平成30年度課税で22件の誤り発覚

福間 健治 議員

斉藤由美子 議員

　

大
分
市
議
団
を
は
じ
め
と

す
る
日
本
共
産
党
地
方
議
員

団
は
、
8
月
22
日
、
23
日
の

2
日
間
に
わ
た
り
、
各
省
庁

か
ら
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

田
村
衆
議
院
議
員
、
仁
比
参

議
院
議
員
ら
も
同
席
し
ま
し

た
。

　

J
R
九
州
に
よ
る
減
便
・

駅
無
人
化
の
問
題
点
を
質
し

た
と
こ
ろ
、
国
土
交
通
省
は

「
利
用
者
あ
っ
て
の
公
共
交

通
で
あ
り
、
意
思
疎
通
が
十

分
で
な
い
の
は
問
題
」
と
の

認
識
を
示
し
、
「
J
R
に
対

し
て
指
導
を
行
う
」
等
の
見

解
を
示
し
ま
し
た
。

　

豊
予
海
峡
ル
ー
ト
を
含
む

四
国
新
幹
線
に
つ
い
て
、

「
現
在
の
整
備
計
画
路
線
が

40
年
経
過
し
た
今
で
も
終
了

し
て
お
ら
ず
、
平
成
43
年
ま

で
か
か
る
予
定
。
そ
の
後
の

計
画
も
あ
る
が
、
す
で
に
財

源
を
使
い
果
た
し
着
手
で
き

な
い
状
態
」
と
し
、
そ
れ
以

外
の
新
た
な
議
論
は
で
き
な

い
と
の
見
解
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

大
分
市
が
独
自
で
行
っ
て

い
る
「
ふ
れ
あ
い
交
通
運
行

事
業
」
に
つ
い
て
、
「
買
い

物
難
民
・
交
通
弱
者
対
策
と

し
て
国
も
補
助
を
行
う
べ
き

で
は
な
い
の
か
」
等
と
質
し

た
他
、
災
害
対
策
、
河
川
整

備
や
公
共
下
水
道
事
業
、
急

傾
斜
地
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
、

国
保
、
生
活
保
護
、
D
V
対

策
や
学
力
テ
ス
ト
な
ど
、
国

の
施
策
に
つ
い
て
各
省
庁
と

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

党議員団、市民の願いを省庁へ
　 暮らし・福祉・JR駅無人化など、国と意見交換
党議員団、市民の願いを省庁へ
　 暮らし・福祉・JR駅無人化など、国と意見交換
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※最賃の高い県への人口流出が危惧されます

こんにちは　日本共産党大分市議団です


